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意見書の要旨 
 小金井都市計画用途地域の変更に係る都市計画の案を令和４年１０月１７日から２週間公衆の縦覧に供したところ、都市計画法第１７条第２項の規

定により、１通（１人０団体）の意見書の提出があった。その意見書の要旨は次のとおりである。 

名称 意見書の要旨 小金井市の見解 

 

小金井都市計画

用途地域 

１ 賛成意見に関するもの 

  なし 

 

２ 反対意見に関するもの 

 １ 都市計画に関する意見 

⑴ 用途地域の変更は、周辺に不動産を所有する地権者の資 

 産価値に直接影響を及ぼすものであり、日本国憲法が定め 

る所有権の不可侵を侵害するおそれが大きい。よって、本 

件のように永年用途地域を第一種住居地域と定めたもの 

に対し、変更をしてはならない。都市計画審議会の越権行 

為であり、違法である。 

⑵ 本地域は、そもそも東京都知事が特別に許可して本来で 

 あればごみ中間処理場を建設することは不可であった場 

所にごみ中間処理場を建設したものであり、現状以上に周 

辺地権者の権利を侵害する決定ないし行為は許されるもの 

でない。 

 

３ その他の意見 

  なし 

１ 賛成意見に関する意見 

 

 

２ 反対意見に関するもの 

１ 都市計画に関する意見 

⑴ 都市計画制度は国民の財産権に対して制限を課す一面も

あるため、その都市計画の妥当性を十分確保する必要があ

り、都市計画法で決定手続きが規定されています。また、

都市計画法は既に決定されている都市計画を変更すること

も許容しています。 

本都市計画変更においても、説明会の開催、東京都知事 

   との協議、公告及び案の縦覧の後、都市計画審議会の議を 

経る等、手続きについては、都市計画法等に則り適切に進 

めてまいります。 

⑵ 現在の中間処理場は建築基準法第４８条ただし書きの許 

 可を得て建設しておりますが、小金井市用途地域等に関す 

る指定方針及び指定基準では、用途地域の見直しについて、 

「既成市街地の機能更新等を効果的かつ円滑に進めるた 

め、都市計画事業等の進捗状況に応じ、適時適切に用途地 

域等を見直す。」としています。 
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都市計画は適正な制限のもとに土地の合理的な利用が図 

られるべきであり、本都市計画変更は、都市施設の変更と 

あわせて、土地利用の観点から検討し用途地域を変更する 

ものです。 

 

３ その他の意見 

 


